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下
山

定

則

（し
も
や
ま

・
さ
だ

の
り
）

明
治

三
十

四
―

昭
和

二
十

四
年

一
き

Ｔ
瓦
男
）

鉄
道
官
僚

・
運
輸
次
官

。
日
本

国
有
鉄
道
総
裁

遺
族
俊
次
氏
に
よ
る
と
ま

っ
た
く
史
料
が
残
さ
れ

て
い
な

い
と

い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

下
山
に
触
れ
た
唯

一
の
書
籍
と
し

て
下
山
定
則
氏

記
念
事
業
会
編
刊

『
下
山
総
裁

の
追
憶
只
昭
和

二
十

六
年
）
が
あ

る
。
加
賀
山
之
雄

の
序
を
持

つ
本
書
は
、

「
略
年
譜
」
、

「
生

い
立

ち
」

か
ら

「
葬
儀
」
ま
で

を

追

っ
た
伝
記

（中

に
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
を
知

る
人

び

と

の
座
談

や
追
憶
談
、
昭
和
十

一
年

（
元
異
）
二
月

か
ら
翌
年
十

二
月
ま
で

の
欧
米
視
察

の
際

に
家
族

に

送

っ
た
絵
葉
書
通
信
、

「
南

阿
南
米

の
話
」

禽
汎
交

通
』
三
十
九
―

三
、
昭
和
十
三
年
）
な
ど
が
多
く
挿

入
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
も
現
在
遺
族

の
許

に
は
残

さ
れ

て
い
な

い
と

い
う
）
、

「
追
憶
集
」
な
ど
か
ら
な

フつ
。下

山

が
国
鉄
総
裁

と
し

て
、

昭
和

二
十

四
年
七
月

五

日
に
行
方

不

明
と
な

り
、

翌
早
朝

に
東

京

足
立

区

五
反
野
付
近

の
国
鉄
線
路

上
で
鞣
断

死
体

と
し

て
発

見
さ

れ
た
と

い
う

不
慮

の
事
件
で
亡

く
な

っ
た

「
下

山
事
件
」

に

つ
い
て
は
、
自
殺
説
、
他

殺
説

、
後
者

に

つ
い
て
も
犯
人

に

つ
い
て
の
さ
ま
ざ

ま

な
推

測
が

な

さ
れ
、
大

量

の
書

籍

が
刊
行

さ

れ
続
け

て

い
る
。

す

べ

て
を
網
羅

し

て

い
る
と
は
言

え
な

い
が
、

最
近

文
庫
本

と
し

て
復

刊

さ
れ
た
諸

永
裕

司

『
葬

ら

れ
た

夏
―
追
跡

下
山
事
件

Ｉ
Ｌ
朝

日
新

聞
社
、

平
成
十

八

年
）
巻
末

の

「
参
考
文
献

・
資
料
」

は
参
考

に
な

る
。

ネ

ッ
ト
の
下
山
事
件
史
料
館

曾
一ぼ

一
ミ
ヨ
ｏ
日
ぎ
覇
・

く
一
ド

Ｆ
ｏ
日

，

●
９

ご

＼
∽
〓

日

ｏ
く

，
日

”
口
一
”
＼
ぴ
【
σ
〓

９

Ｆ
一
口

じ

も
参
考

に
な

る
。

そ

こ
に
は
、
事

件
前

に
下
山

に

つ

い

て
書

か

れ

た

記

事

や
、

下

山

の
生

前

の
著

作

物

（少

な

い
が
）
も

リ

ス
ト

ア

ッ
プ
し

て

い
る
が
、

そ

の

他

に
■

仏

印

・
泰

の
近

況

を

聴

く
員

『
旅

』

昭
和

十

六
年
六

月
号

）
も
あ

る
。

昭

和

五
十

六

年

十

一
月
十

五

日

の

『
朝

日
新

聞

』

は

「
下
山
事
件
他

殺
説

の
捜
査

記
録

目
録

み

つ
か

る
」

と

い
う

記

事

を

掲

載

し
、

東

京

地

検

が

作

成

し

た

「
下
山

事

件

関
係

書

類

（物

件

）
総

目
録

」

に

つ
い
て

解
説

し
、　

一
部

の
写
真

を
掲
載

し

た
。

そ

の
写
真

を

見

る
と
、

「
下
山
定
則

日
記

二
冊
」
、

「
手
帳

五
冊
」
、

「
カ

レ

ン
ダ

ー
付

予
定

表

メ

モ
八
枚
」
、

「
面

会

人

簿

（下
山

総

裁

）
四
冊
」
、

「
下

山

総

裁
生

前

日
記

一
冊
」

な
ど
と
記

さ
れ

て
お
り
、

目
録

作
成

当

時
下
山
家

か

ら
押
収
し

た

こ
れ
ら

の
史
料

が
あ

っ
た

こ
と

は
確

か

で

あ

ろ
う
。

た
だ

こ
れ
ら

は
遺
族

に
は
返

還
さ
れ

て

お
ら
ず
、
東
京
地

検

の
話
で

は
保

存

さ
れ

て

い
な

い

と
答

え

て

い
る
旨

が
報

じ
ら

れ

て

い
る

の
で
、

現
在

の
存

否

は
不

明
で

あ

る
。
　

　

　

　

（伊
藤
　
隆
）

白
仁
　
武

（し
ら
に
。
た
け
し
）

文

久

三
―

昭

和
十

六

年

貧
ハ
奎

上

奎

こ
　

内

務

官

僚

・
栃
木

県
知
事

・
実

業
家

栃
木

県
知
事

時
代

の
史
料

が
、

平
成
九

年

貧
究
↓

遺
族

か
ら

関
係

の
二

ヵ
所

に
寄

贈

さ

れ
た
。
　
一
つ
は

一
般
行
政
関
係
文
書

一
〇
六
点
が
栃
木
県
立
文
書
館
、

も
う
一
つ
は
足
尾
鉱
毒
事
件
に
関
わ
る
谷
中
村
廃
村

関
係
文
書
十
三
点
が
研
究
団
体
田
中
正
造
大
学
で
あ

２一。県
立
文
書
館

の
も

の
は
、
自

仁

が
明
治

二
十

七
年

貧
き

こ

か
ら

二
十
九

年
ま
で

二
年
半

の
間

に
知
事

を

し

て

い
た
時

期

に
県
行
政

に
か
か
わ

る
さ
ま
ざ

ま
な

文

書

の
う
ち
県

・
郡

・
町
村

の
予
算

関
係
、
教

育

関

係
、

日
露
戦
争

に
か
か
わ

る
徴
兵

・
出

征
者
数
、

足

利
織
物
振

興
関
係
な

ど
多
岐

に
わ
た

る
が
特

に
ま

と

ま

っ
た
関
係
資
料
で

は
な

い
。

ま

た
若

千

の
書

簡

が

含

ま

れ

る
。

目
録

が
作
成

さ

れ

て

い
て
当
館
で

閲
覧

で

き

る
が
、

個
人

の
履
歴
書
等

は
閲
覧
制

限

が
な

さ

れ

て

い
る
。

知
事
時
代

は
、

ち

ょ
う

ど
足
尾
鉱
毒

被
害

の
解

決

策

の

一
環

と
し

て
渡
良
瀬

川

の
洪
水
被
害

を
防

止
す

る
た
め
計
画

さ

れ
た
谷

中
村

遊
水

池
設

置
計

画

が
な

さ

れ
た
時
期
で
、

明
治

二
十

七
年
十

二
月

の
第

八

回

通
常

県
会
で

谷
中
村

買
収
案

が
可
決
成

立

し

た
。

こ

の
県
会
審
議

を

め
ぐ

っ
て
は
当
時
大

き
な
政
治

問
題

と
な

っ
て

い
た
も

の
で

あ

り
、

田
中

正
造

大
学

に
寄

贈

さ
れ
た
十

二
点

は
正
に

こ
れ
に
関
す

る
県

側

の
直

接

の
資
料
で
、

こ
の
中

に
は
知
事

白
仁

か
ら
内

務
大

臣
芳

川
顕

正
宛

の

「
谷
中
村

民
有

地

ヲ
買
収

シ
テ
瀦

水

池

ヲ
設

ケ

ル
稟
請
」
書
、

谷
中

村
堤

防
請

願
委

員

か
ら

知
事

宛

「
請

願
書

」
、

谷

中
地

元

民

か

ら

知

事

宛

「
築
堤
請
願

二
付
至
急
陳
情

書
」

な

ど

が
含

ま

れ

て
お
り
、

従
来

は
鉱
毒
被

害
救

済

運
動

側

か
ら

見

た
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菅

祀

之

助

（す
が

。
れ

い
の
す
け
）

明
治

十

六

―

昭

和

四
十

六

年

食
《
千

兎
主

）

帝
国
鉱
業
開
発
社
長

（戦
前
）
。
石
炭
庁
長
官

。

東
電

・
電
気
事
業
連
合
会

。
原
子
力
産
業
会
議

の
会
長

・
俳
句
会

の
重
鎮

「
同
人
』
主
宰
）

菅

に
は
句
集
や
作
品
を
除
き
、
「
自
伝
」

は
な

い
。

極
く
限
ら
れ
た
期
間

の
日
記
、
菅
が

い
た
多
く

の

組
織

の
刊
行
物
中

の
、
昭
和
十
年

貧
奎
こ

以
降

の
文

章
等

の

一
覧
は

『
雁
わ
た
る
Ｌ

二
月
董

房
、
昭
和
三

十
九
年
、
俳
名

・
菅
裸
馬
で

の
著
書
）
に
あ

る
。

秋

田
県
土
崎

に
生
ま

れ

（生
家

は
、
父
祀
治

が
明

治
天
皇
行
幸
時

の
宿
泊

を
受
命
し
た
素
封
家
）
、
秋

田
中
学

。
日
本
中
学
か
ら
明
治

三
十
八
年

貧
き
こ
東

京
高
商

（現

一
橋
大
学
）
卒
、
古
河
鉱
業

入
社
、
第

一

次
大
戦
後
大
陸

に
跨

る
不
祥
事
摘
発
や
建

て
直
し

・

合
併

の
中
心
と
な

る
な
ど
、
幹
部
を
務
め
二
十
年
近

く
で
退
社
。
中
学

。
大
学
で

の

ス
ト
ラ
イ
■

・
放
校

・

復
学
な
ど

の

「
反
骨
」
行
状
を
皮
切
り
に
、
型
破
り

の
逸
話

の
数

々
は
、
後
記

の
書

に
詳
し

い
。

昭
和
十
年
代
前
半

は
、
主

と
し

て
俳
句

と
禅

（そ

れ
ぞ
れ
青
木

月
斗
、
鈴
木
大
拙

に
傾
倒

・
親
交
）
の

世
界
に
沈
潜
。
戦
雲
急
を
告
げ
、
政
府
が
資
源
確
保

に
急
遠
設
立
し
た

「
帝
国
鉱
発
」

の
社
長
に
か
り
だ

さ
れ
て
終
戦
。

こ
の
辺
ま
で
は
、
河
野
幸
之
助

『
菅

祀
之
助
』

（現
代
人
物
史
伝
Ｘ

日
本
時
報
社
出
版
局
、

昭
和
三
十
二
年
）
に
記
述
さ
れ

て
い
る
。

戦
後
直
ち
に
、
吉

田
首
相

の
懇
請
で
石
炭
庁
長
官
。

続‐
口

て
酉己

ｉ炭
‐

公
団
総
裁

（兼
務
）
と
な
刊
、
労
組

の
協

力
を
と
り

つ
け
経
済
復
興

の
先
駆
け
を
努
め
る
。
占

領

軍

の
命
で
国
営

の
日
本
発
送
電
が
分
割

・
民
営
化

さ
れ
た
激
動
期
に
は
、
、

松
永
安
左

工
門

の
説
得
で
東

京
電
力

の
社
長

・
会
長

に
就
任
、

「
民
営

・
地
域
独

占

の
公
益
事
業
」
と

い
う
最
初

の
雛
型
創
り
を
成
し

遂
げ

る
。
昭
和
三
十
年
被
爆
国

日
本

が
原
子
力
開
発

を
始
め
た
時
、
民
間
各
界
が
国
民
的
立
場
で
大
同
結

集
し
設
立
し
た

「
日
本
原
子
力
産
業
会
議
」

０
会
長

に
推
さ
れ
た
。
畢
生

の
日
ま
で
、

こ
の
未
踏

の
大
事

業

に
、
政
府

・
地
域

・
水
産
業
等
と
真

に
共
生
す

る

「
原
子
力
文
化
」

と

い
う
革
新
的
概
念
を
創
出

・
定

着
さ
せ
る
中
心
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
戦
後

の
活

動

の
日
々
は
石
井

阿
杏

『
裸
馬
先
生
愚
伝
Ｌ
二
月
書

房
、

昭
和

四
十
七
年
）
に
、

秘
話
も
交

え

て
リ

ア
ル

に
書
か
れ

て
あ

る
。
ま
た
原
子
力

に

つ
い
て
は
、
同

会
議

の
刊
行
物

翁
日
本

の
原
子
カ
ー
十
五
年

の
歩
み

―

』

（
昭
和

四
十
六
年
）
、

『
原
産
　
半
世
紀

の
カ

レ

ン
ダ

ー
』

（平
成
十

四
年
と
な
ど
に
詳
し

い
。

俳
句

は
、
十

四
歳
時

の
句

「
目

の
慾

は
宙

の
破

れ

よ
り
時
鳥
只
秋

田

『
魁
』
紙

に
入
選
、
俳
号

「
閑
月
し

に
始
ま
り
、

そ
の
万
を
越
え

る
句
と
選
評
等
は
同
人

社
編

『
裸
馬
翁
五
千
句
Ｌ
俳
句
研
究
社
、
昭
和
三
十

九
年
）
を

は
じ
め
、

昭
和

の
句
集

『
玄
酒
Ｌ
近
藤
書

店
、

昭
和

三
十

三
年
）
、
清
水
栄
編

『
春

の
霜
Ｌ
同

人
社
、

昭
和
五
十

二
年
）
な

ど

に
、
歴
史

八
十
年
で

近
く

一
〇
〇
〇
号
を
迎
え
る

『
同
人
』
誌
に
は
、

い

ま
も
知
人

・
友
人
ま
た
そ
の
子
息

の
寄
稿
が
続

い
て

い
て
、
「劇
料
と

い
え
る
も

の
も
少
な
く
な

い
。

『
う
し
ろ
む
き
』
上

・
下

（俳
句
研
究
社
、

昭
和
三

十

二
年
）
に
あ

る
随
筆

や
、

数

々
の
句
碑
建
設
な

ど

の
行
動

に
は
、
縁

の
下
あ

る

い
は
悲
運

の
人

へ
の
探

な
「
い
昴
思
い
ｐ
噺

誼
野
幣
犠
坤

『
醐
鶉
肇
は
韓
詢

に
立
腹
し
た
力
士
大
多
数
が
脱
走
と

い
う
、
相
撲
史

上
最
大

の
危
機

に
身
を
挺
し

て
収
拾
し
た
人
情
物
語
。

花
柳
章
太
郎

の
発
意
で
金
子
洋
文
が
脚
本
、

上
演
は

好
評
を
博
し
、
後

の
日
本

テ

レ
ビ
日
曜
劇
場

「
横
綱

以
上
」
で
も
、
菅
と
襲
名

の
大
関
能
代
潟
が
主
要
登

場
人
物
と
な

る
臨
終
場
面
等
、
茶

の
間

の
涙
を
誘

っ

た
。
ま
た

二
十
八
歳
で
散

っ
た
歌
人

・
将
軍

の
源
実

朝

に
は
、
長
文

の
敬
慕

の
作
品
も
あ
り
思

い
は
ひ
と

し
お
、
鎌
倉
に
建
立
し
た
句
碑

に
は
、
毎
年

の
命

日

の
集

い
も
盛
況
。

相
撲
界
か
ら
み
れ
ば
、
菅

は
、
古
く
か
ら

の

「
身

内

の
親
分
」
で
あ
り
、
昭
和
三
十

一
年
禅
も
と
も
に

し
た
親
友
双
葉
山
が
斯
界
改
革
を
願

っ
て
作

っ
ｔ
運

営
審
議
会

の
初
代
会
長

に
な

る
な
ど
、　
喜
員
し

て
土

俵
や
作
法

の
数

々
の
改
革

の
実
現
を
手
が
け
た
。

こ

れ
ら

の
長

い
関
わ
り
は
、

日
本
相
撲
協
会

の
年
報
な

ど
に
あ

る
。

ま
た
同
氏
を
偲
ん
で
立

て
ら
れ
た
二

つ
の
記
念
館

（山
梨
県
河

口
湖
畔

の
菅

記
念
研
修
館

、
並

び

に
秋

田
県
湯
沢
市

（
旧
雄
勝

町
〉
上
院
内
銀
山
異
人
館
）

に
、
遺
品

・
蔵
書
が
所
蔵

・
展
示
さ
れ

て
い
る
。

（森

　

一
久
）



18θ

津

野

田
知

重

（
つ
の
だ

。
と
も
し
げ
）

大

正
六
―
平
成
元
年

２
空
■

兎
兌
）

大
本
営

参
謀

・
電
源
開
発

（株
）
秘
書
役

。
日
本
科
学
技

術

振
興
財

団

。
東
京
十

二

チ

ャ

ン
ネ

ル
専

務

（
い
ず
れ
も
初
代
）

日
露
戦
争
時
に
乃
木
将
軍

の
参
謀
だ

っ
た
是
重

の

三
男
で
名
付
け
親
も
同
将
軍
。
陸
士

・
陸
大
と
も
首

席

の
俊
英
、
支
那
派
遣
総
軍
参
謀
を
務
め

て
い
た

の

を
、
父

の
陸
大

の
教
え
子
東
条
英
機

が
参
謀
総
長

の

時
、
才
を
見
込
み

一
存
で
東
京

の
本
部

に
呼
び
戻
し

た
、
な
ど
両
者

の
縁
は
浅
か
ら

ぬ
も

の
が
あ

っ
た
。

父
と
同
様
、
軍
人

の
政
治
関
与
を
強
く
戒
め
、
東
条

が
航
空
総
監

の
と
き
直
接
諫
言
し
た

こ
と
も
ぁ

っ
た
。

そ
の
彼
が

つ
い
に
、
戦
争
末
期
、
牛
島
辰
熊
ら
と

入
念

に
練

っ
た

「東
条
英
機
暗
殺
計
画
」
が
実
行
寸

前
で
発
覚
。

と
同
じ
時
に
、
東
条
内
閣
が
退
陣
し
、

未
遂
に
終
わ

る
。
軍
事
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
も
極
刑

は
免
れ
た
。

こ
の
経
緯
は
同
名

の
書
、
森
川
哲
郎
著

・
鶴
見
俊

輔
解
説

（現
代
史
出
版
会
、
昭
和
五
十
七
年
）
に
、
ま

た
知
重

の
出
自

と
経
緯

を
詳
述
し
た
書

（津
野
田
忠

重

『
わ
が
英
機
暗
殺
計
画
』
徳
間
書
店
、
昭
和
六
十

年
）
が
あ

る
。

後
者

は
兄
忠
重
が
、
頑
固

に
口
を
開

じ
続
け
た
本
人
か
ら
、
戦
後
初
め

て
直
接
聴
取
し

て

出
版
し
た
も

の
で
あ

る
。

も
と
も
と
、
戦
争

に
突
入
し
国
民
も
緒
戦

の
勝
利

に
酔
う
最
中
、
政
治
家

・
技
術
者

・
官
僚

・
軍
部

の

一
‐

部

に
は
、
無
謀
な
戦

い
を
少
し
で
も
有
利
な
形
で

収
拾
し
よ
う
と
す

る
努
力
が
ぁ
り
、
津
野
田
と
同
様
、

官
家
を
巻
き
込
ん
だ

の
も
あ

っ
た
が
、
東
条
首
相
と

つ 憲
緩
零

¨
好
幅
微

海 々
軽
郡
け

暗．
維
調
詢
頻
瑳
卸
に
籠

僚̈

の
国
力

の
客
観
評
価

に
基
づ
く
東
条
退
陣
工
作
は
、

史
料
的
価
値
を
持

つ
（文
献

は
前
記

二
書

の
引
用
書

一「
例
え
ば
松
前
重
義

『
二
等
兵
記
』

〈
日
本
出
版
協

同
、
昭
和

二
十
五
年
）
―
な
ど
に
あ

る
）
。

さ

て
津

野
田
は
戦
後
、
伯

父
小
坂
順
造

常
嘔
源
開

発
初
代
総
裁
）
や
橋
本
清
之
助

ら
と
と
も

に
、
原
子

力
平
和
利
用

の
着
手

に
尽
力
す

る
が
、　
つ
い
で
、
戦

中

の
行
動

へ
の
強
烈
な
自
省

か
ら
、

日
本
人

の
科
学

教
育

へ
の
献
身
を
思

い
立

つ
。
北

の
丸
公
園

の
科
学

技
術
館

の
創
設
は
、
陸
士

。
「
事
件
」

以
来
親
交

の

仲

の
三
笠
宮

の
尽
力
で
、
皇
居
嗜
見
下
ろ
す
あ

の
高

層
建
築
が
可
能

に
な

っ
た
も

の
。

日
本
最
初

の
科
学

教
育
専

門

の
テ

レ
ビ

「
東
京
十

二
チ

ャ
ン
ネ

ル
（現

テ

レ
ビ
東
京
ご

は
、
彼

が

「
日
本
人

の
科
学
教
育

こ
そ
平
和
国
家

の
基
盤
」
と
、
単
身

ワ
シ
ン
ト
ン
の

米
軍
総
本
部

に
、
戦
中
体
験
を
基

に
直
訴
、

テ

レ
ビ

帥

抑
律
輝
い
輩
瑚
け
に
剛
罐
は
詳
計
げ
制
畔
戯
諭
孵

¨
劃
鰤
刹
け

つ る

て も
一辞
″
】
が

（ ．
郵
博
『

¨
雄
峰
郷
麟

集
委
員
会
編

『
三
十
年

の
あ

ゅ
み
』

日
本
科
学
技
術

振
興
財
団
出
版
、
平
成
元
年
）
。

そ

の
後

テ

レ
ビ
局

は

日
経

新
聞

が
引
き

取

り
、

一普
通
局
」
に
、
北
の
丸
の
科
学
技
術
館
は
、
政
府
・

財
界
の
強
力
な
支
援
で
、
年
間

一
〇
〇
万
人
近
い
青

少
年
の
研
鑽
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

（森
　
一
久
）

Ｉ
癖
「
嫌
ど
翼
一］一（■
東尋

国
大
学
教
授
。
人
類
学
者

・
考
古
学
者

旧蔵の資料は、祖父信道（蘭方医）、父信良

耗響結爆醐嘲赦悧崎⑮囃」に御部“製崚〔江ヽ

軒は計縣許走饗ポ『脚帥制郵敗榔
「し嘔痛猜筆

州
「」収担車酬畔資．耀『維睾○っはい熊ば」脚”

剛昨劉脚れは痢利蒲̈
ノレ作・成「畔肩れだい摯詢

』熱モ家螂ス誌だ端教ヽ
。雑ェ設静翔終却罐嚇″絡鞭

履
歴
書
や
辞
令
、
写
真
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
デ
ス

マ
ス
ク
や
自
ら
考
案
し
た
玩
具
等
の
立
体
物
も
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
数
点
は
平
成
十

は牌肛親刹獅帥婢
『雲肇鰤
一館〓鐸肇れ蹂稽刹醸

古
墳
と
坪
井
正
五
郎
』
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
来
信
は



2θ l

橋

本

清

之

助

（は
し
も
と

。
せ

ぃ
の
す
け
）

明
治

二
十
七
―
昭
和
五
十
六

年

貧
発
甲

瓦
全
）

政
治
家

。
日
本
原
子
力
産
業
会
議
代
表
常
任
理

事
孫

の
久
道
氏

に
よ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
関
係
史
料
は

残
さ
れ
て
い
な

い
が
、
な
お
探
し

て
み

る
と

の
こ
と

で
あ

っ
た
。
奥
健
太
郎
氏
が
橋
本
久
道
氏

か
ら
提
供

さ
れ
た

「
遺
稿
」

三
点

（た
だ
し
、

久
道
氏

の
父
が

ワ
ト
プ

ロ
に
入
力
し

て
印
字
し
、

冊
子
と
し

て
十

三

回
忌
に
近
親
者

に
配
ら
れ
た
も

の
を
底
本

に
し

て
。

「
明
治

二
十
七
年

■

才
）
よ
り
昭
和

二
十
六
年

（五
十

七
才
）
ま
で
」

Ｊ

一
二

エ
ハ
事
件
」

「
翼
賛
政
治

の
顛

末
し
を
紹
介

し

て
ぃ
る

（慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究

会

『
法
学
研
究
』
七
十

八
―
十
、
平
成
十
七
年
）
。

こ
れ
以
前

に
筆
者

は
、
昭
和
三
十
九
年

貧
九
杏
）
に
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行

い
、

そ

の
テ
ー
プ
ぉ
ょ
び
書
送
起

こ
し
を
、

そ

の
後
憲
政
資
料
室

に
寄
贈
し
た
。
ま
た

同
年
に
筆
者

は
同
氏
か
ら

「
翼
賛
政
治
体
制
協
議
会

の
使
命
」
「
翼
賛
政
治
会

の
成
立
ま
で
」
「
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
宛

・
追
放
条
項
沖

の

『
翼
賛
政
治
体
制
協
議
会

構
成
員
並

に
推
薦
議
員
』
の
項
を
削
除
す

る
の
請
願
」

「
翼
賛
政
治
体
制
協
議
会
記
録
」

ぉ
ょ
び

「
新

日
本

同
盟

パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」
他

の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
拝
借

し

て

マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し

て
紙
焼
き
を
行

っ
た

（
こ
れ
も
憲
政
資
料
室

に
寄
贈
し
た
）
。
な
お
伊
沢
多

喜
男
文
書
研
究
会

『
伊
沢
多
喜
男
関
係
文
書
Ｌ
芙
蓉

書
房
出
版
、

平
成
十

二
年
）
に
昭
和
十

一
年

の
伊
沢

宛
書
簡

一
通
が
収
録
さ
れ

て

い
る
。

伝
記
は
な

い
。
奥
氏
に
よ
れ
ば
自
叙
伝
に
準
ず

る

も

の
と
し

て

『
電
気
新
聞
只
昭
和
五
十

一
年
六
月

二

十

一
日
―
七
月

二
十

日
）
に
連
載

さ
れ
た

「
雑
草

の

生
き
た
道
」

二
十

二
回
が
あ
り
、

こ
れ
は
後
に

一
冊

の
本

と
し

て
ま
と
め
ら

れ
た

翁
雑
草

の
生
き
た
道
』

青
水
会
、

昭
和
五
十
六
年
）
。

ま
た
内
政
史
研
究
会

が
行

っ
た
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
記
録

『
橋
本
清
之
助
氏
談

話
速
記
録
Ｌ
昭
和
三
十
九
年
六
月
）
ぉ
ょ
び
大
霞
会

が

『
内
務
省
史
』
編
纂

に
当
た

っ
て
行
ら

た

「
橋
本

清
之
助
氏
座
談
会

（翼
賛
選
挙
）
速
記
録
只
昭
和

四
十

三
年

四
月
。
現
在
憲
政
資
料
室

の

「
大
霞
会
所
蔵
内

政
関
係
者
談
話
録
音
速
記
録
」

の

一
冊
と
し

て
閲
覧

で
き

る
）
が
自
ら
を
語

っ
た
数
少
な

い
も

の
で
ぁ

る
。

著
書

に

『
最
近
欧
米
都
市

の
発
達
Ｌ
新
政
社
、
大

正
十

四
年
、
彩
雲
堂
、
昭
和

二
年
）
、

『
原
子
力
開
発

に

つ
い
て
の
橋
本
提
言

・
現
代
文
明
と
新
し

い

ェ
ネ

ル
ギ

ー
観
Ｌ

日
本
原
子
力
産
業
会
議
、
昭
和
四

十
九

年
）
、

そ
し

て
死
去

の
翌
昭
和
五
十
七
年
、
橋
本

が

そ
の
代
表
常
任
理
事
を

つ
と
め
た
日
本
原
子
力
産
業

会
議

か
ら
遺
著
と
し

て

『
現
代
文
明
縁
起

・
二
十

一

世
紀

へ
の
提
言
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
中

に
は
、

多
少

の
回
顧
も
含
ま
れ
て

い
る
。
ま
た
巻
末

に
詳
し

い
年
譜

が
付
さ
れ

て
い
る
。

日
本
原
子
力
産
業
会
議

に

つ
い
て
は
、
森

一
久
編
著

『
原
産
　
半
世
紀

の
カ

レ
ン
ダ
Ｉ
Ｌ
日
本
原
子
力
産
業
会
議
、
平
成
十
四
年
）

が
あ

る
。

ま
た
妻
が
難
病
で
亡
く
な

る
ま
で

の
こ
と
を
記
し

近
親
者
に
配
布
し
た
小
冊
子

『断
絃
の
記
Ｌ
昭
和
三

十
二
年
）も
あ
る
。
そ
の
他
に

「対
支
貿
易
と
横
浜
」

（支
那
貿
易
視
察
団
編

『支
那
貿
易
事
情
視
察
報
告

書
』
横
浜
輸
出
協
会
、
大
正
九
年
）、
「非
生
活
化
政

治
の
生
活
運
動
只
『新
政
』
大
正
十
三
年
一
月
号
）な

ど
が
あ
る
。

橋
本
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
有
竹
修
二

『唐

沢
俊
樹
Ｌ
唐
沢
俊
樹
伝
記
刊
行
会
、
昭
和
五
十
年
）

（伊
藤
　
隆
）

が
あ
る
。

八
田
謹
二
郎

（は
っ
た
。
き
ん
じ
ろ
う
）
　
　
¨

嘉
永
六
―
昭
和
三
年
貧
全
千
死
景
）

衆
議
院

議
員

八
田
徳
三
郎

（は
っ
た
。
と
く
さ
ぶ
ぅ
２

明
治
四
―
昭
和
十
年
貧
奪
下
兎
壬
）

貴
族
院

多
額
納
税
者
議
員

謹
二
郎
。
徳
二
郎
の
旧
蔵
史
料
を
含
む

「八
田
家

文
書
」
は
、
広
島
県
立
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

同
文
書
は
、
江
戸
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
の

約
一
万
三
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
史
料
群
で
あ
る
。
近
世

の
地
主
・
酒
造
業
等
の
経
営
に
関
す
る
史
料
、
近
代

の
地
方
行
政
。
国
政
に
関
す
る
史
料
な
ど
多
彩
な
歴

史
史
料
が
含
ま
れ
る
。
八
田
家
は
、
広
大
な
山
林
を

有
す
る
地
主
で
あ
り
、
近
代
に
は
、
醸
造
業
、
金
融

業
、
洋
雑
貨
店
の
経
営
等
を
行
い
鉱
山
開
発
に
も
進

出
し
た
。

謹
二
郎
は
、
第
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
広
島

二
区
か
ら
選
出
さ
れ
、
当
初
、
無
所
属
で
ぁ
っ
た
が
、
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Ｘ
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史
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３
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